
  

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

お正月に食べる料理を紹介します。

お雑煮
お正月に「ぞうに」を食べる習慣は室町時代からありました。年越しのときにお供えしたもちを、

ほかの材料と一緒に煮て食べたのが始まりです。昔は今と違って、もちは特別な行事のときだけ食べる

ことができる大切な食べ物だったそうです。

七草がゆ
１月７日は「七草」といって、春の七草を入れたおかゆを食べます。１年間病気をせず、無事に暮らせる

ことを祈って食べるものです。七草は「せり・なずな・ごぎょう・はこべ・ほとけのざ・すずな・すずしろ」

です。お正月にごちそうを食べたおなかを休ませる意味もあるようです。

おせち料理
「おせち」というのは、季節の変わり目の「節日」のことで、そのときに食べるのが「おせち料理」です。

１月１日のおせち料理は、お正月の間は料理をせず、家族みんなで楽しく過ごせるようにと、料理を作って

おくようにしたのが始まりです。



https://www.city.matsumoto.nagano.jp/site/kyoiku/list3-35.html

kyusyoku@city.matsumoto.lg.jp

今月は全国学校給食週間があります。

明治２２年頃の給食

胃の働きは、心と関係しています。

食べ物は、口から食道を通って胃にいきます。

胃では・・・

①さらに食べ物を細かくドロドロにします。

②胃液（食べ物を消化する液）が出て分解します。

イライラしたり、おこったり、悲しんだりしてい

ると、胃液の出が悪くなって食べ物の消化が十分

にできなくなり、胃が痛くなったりするよ。

胃はとても正直で私たちが楽しく食事をしている

と胃も調子よく働くんだよ。

楽しく食べると体にも良いことがあります


